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はじめに Introduction

「雪崩ビーコン練習ドリル」の次の段階として、雪上で捜索救助の練習
する際に大事なことを整理しました。仲間と一緒に練習しましょう。

目的 Purpose
» 現場におけるファインサーチの要点を知る助けとなるうように
» プロービングと掘り出し作業の練習をする助けとなるように
» AvSAR協議会の加盟団体が実施している雪崩捜索救助の基礎
コースでの学習効果を高めるために

目標 Goal 
» ファインサーチをする際の体勢と動作を身につける
» プロービングの際の体勢と動作を身につける
» 掘り出しの際の体勢と動作、そして仲間との連携を身につける
» 仲間による捜索の基本形を理解する
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準備Preparation

仲間を集めて、雪上で練習しましょう。

練習の前に Before a Training
» 最低1m以上の積雪がある雪原
» 高圧電線、電車の架線、電波通信塔、鉄筋が入った
大きな構造物などのないところ

» 雪崩ビーコン・プローブ・シャベルの３点セットをもった数人の仲間
» 雪崩ビーコンを入れる防水の袋
» 雪崩ビーコンを保護する緩衝材（雪崩ビーコン練習ドリルを参照）

練習資料『雪崩ビーコン練習ドリル』
マニュアル『雪崩インシデントへの対応』
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Basic Skill ファインサーチ・動作の体勢
Fine Search:Body Position

「ファインサーチの際、重要な動作の体勢について整理してあ
ります。屈むと視野が狭くなり、規則正しい動きは、意外と難
しくなるものです。

復習 Backlink
» 「雪崩ビーコン練習ドリル」 で要点を振り返ってください

• Step 6～8

要点 Point 
» 雪崩ビーコンは最低70 cmの深さに埋める
その際、雪崩ビーコンの上部に板などの保護材を配置する

» 十字を何回も切らないで、最小値を特定する
• 操作の速度と規則性が重要

» 腰を十分に落とした体勢
• 雪面の凹凸の影響を受けない一定の高さ
• ゆっくりした同じ速度
• 前後にも動きやすい体勢（A）
• 左右に足を開き、手だけでなく、身体も動かす（B）

» 埋没させた雪崩ビーコンを、プローブでヒットするまでの流れで練習 3

●動作の体勢 Body Position●

A B
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Basic Skill ファインサーチ・範囲の設定
Fine Search: Box Search

表示される最小値を探すのではなく、埋没の可能性の高い「範
囲」を決めることで、プロービング作業に素早く移行する方法が
あります。埋没が深くなるに従い必要となる手法です。
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最小値を探すことに時間を浪費しない！
埋没の可能性の高い範囲の設定をする

条件 Condition
» 素早い最小値の絞り込みが難しい場合

要点 Point 
» 雪崩ビーコンは最低70 cmの深さに埋める
» 最小値を通り過ぎ、目印となる数値*まで進み、線を引く（A）
» Aから真っすぐ後方に下がり、Aと同じ数値のところで線を引く（B）
» AとBの中間へ戻り、そこから左へ進み、目印の数値で線を引く（C）
» 反対方向へ進み、Cと同じ数値のところで線を引く（D）
» 描いた長方形の角から対角線を引き、それが交わる中央部からプロービングを開始

» ファインサーチの基本である、同じ「高さ」「速度」による「十字法」を守る
» 同じ数字での正方形を描く必要はない

*目印となる数値
最小と思われる数値よりも大きいが、
安定して表示される、ある数値のこと。
0.9や2.3など数値は状況で異なる。
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Basic Skill プロービング・動作の体勢
Probing: Body Position

埋没者の位置特定の重要な役目を果たすプロービングにお
いて、適切な体勢で作業することが大切です。
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条件 Condition
» 雪崩ビーコンによるファインサーチに続けて実施
» 残留物を拾い上げた後、そこを開始点にして実施
» 雪崩ビーコンの非装着者がいる場合、埋没の可能性の高いところで実施

要点 Point 
» 軽く足を開き、身体の中心にプローブを構える
» 片手をガイド役として、プローブがふらつかないように保持する
» 雪面に対して、直角に刺す
» 刺す位置は、身体に近い位置（離れると、プローブが斜めになる）
» 刺す際は、膝を曲げ、自身の体勢も下げる（手だけで作業しない）

Note: AvSAR協議会のYouTubeの動画も参照のこと。

手だけで作業しない
膝を曲げ、体勢も下げる
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Basic Skill プロービング・動作の要点
Probing: Key Point 

埋没者の位置特定の重要な役目を果たすプロービング*では、
規則正しく作業することが大切です。
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条件 Condition
» 雪崩ビーコンによるファインサーチに続けて実施
» 残留物を拾い上げた後、そこを開始点にして実施
» 雪崩ビーコンの非装着者がいる場合、埋没の可能性の高いところで実施

要点 Point 
» 雪面に対して、直角に刺す
» 正三角形、あるいは正方形を描くように進める。25 cm間隔
» 刺す位置に合わせ、自分も移動する（動かないと、プローブが斜めになる）
» 雪崩ビーコンの最小値の3割増の深さまで刺す（最小値1 mなら1.3 m位）
» 残留物の位置で行う際は、プローブをすべて差し切る
» 手応があったら「ヒット！」と喚呼する
» ヒットしたプローブの深さを確認（掘り出し作業に関わる）
» プローブは、掘り出しが進み、埋没者の身体が見えるまで抜かない

*プロービング
イラストのように渦巻きを描くように作業するものを
スパイラルプロービングといいます。多人数で列を
作り作業するものをラインプロービングといいます。

等間隔で規則正しく
デブリの上では難しい作業
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Basic Skill 掘り出し・動作の体勢
Shoveling: Body Position

埋没者の掘り出しは、多大な労力を要する作業です。効果
的な掘り方や、仲間との連携などが大切です。
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条件 Condition
» プローブで位置を特定してから掘り始めるのが基本

要点 Point 
» プローブ周辺の真上に乗らない（埋没者を踏みつけることになる）
» プローブより斜面の下方、離れた位置からプローブの先端を目指して掘る

• 傾斜があれば、ヒットしたプローブの深さと同じ
• 傾斜がなければ、プローブの深さの1.5倍程度

» ブロックを切り出し、それを下方へ送る（雪を持ち上げない）
» ブレードの近くと、シャベルの柄のグリップを握ると力が伝わりやすい
» 腰を十分に落として、身体全体で雪を動かす

» とても深い埋没では、別の手順のほうが効率的な場合もある

Note: AvSAR協議会のYouTubeの動画も参照のこと。

ブロック状に雪を切り
下方へ送る
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Basic Skill 掘り出し・要員の配置
Shoveling: Position of Personnel

埋没者の掘り出しは、仲間との連携が大切です。
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条件 Condition
» 浅い埋没（70-80 cm程度）の場合

要点 Point 
» 当初1人で作業を開始していれば、そこに応援要員1人が加わる
» その応援要員と先行作業をしていた要員は、並行にポジションを取る

• 並行が良いのは、プローブが埋没者のどこにヒットしているか不明のため

» 両要員は、互いの間を通して、雪を後ろに運ぶ（赤点線ライン）
» さらに別の応援要員1人が到着した場合、
両名の後ろに配置（逆三角形を構成）し、前方からの雪を後方へ排雪する

» 状況に応じて、ローテーションをする、あるいはファーストエイドやシェルターの準備を始める

Note: AvSAR協議会のYouTubeの動画も参照のこと。

２人の間を通して
雪を下方へ送る
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Basic Skill 掘り出し・要員の配置
Shoveling: Position of Personnel

埋没者の掘り出しは、仲間との連携が大切です。
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条件 Condition
» 深い埋没（1 m以上）の場合

要点 Point 
» 当初1人で作業を開始していれば、そこに応援要員1人が縦列で加わる（A）
» さらに応援要員1人が加われば、三角形を構成する（B）
» この際、2番目と3番目の要員は、並行に並ばず、互い違いに位置取りをする
» 列の中央部（赤点線）を通して、雪を後方に流していく
» 応援要員がさらに加われば、列の後方に配置する（C）
» 声がけを行い、適時、ローテーションを実施し、素早く掘り進める

» 作業において、要員の前後間隔が狭まりやすいことに注意
» 多すぎる要員は作業効率を下げる。最大5人まで。余裕あれば、別に掘り出し班長を任命し、指揮させる
» さらなる応援要員がいれば、ポジションプロービングやファーストエイドあるいはシェルターの準備を進める

A B

C

要員の前後間隔の維持が、
作業効率と安全のため重要
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Basic Skill 仲間による捜索・その１
Companion Rescue

仲間による捜索は全体の流れを押さえることが大事です。

10Note: AvSAR協議会のYouTubeの動画も参照のこと。

条件 Condition
» 1人による捜索の基本形（2人で行動、1人が遭遇）

要点 Point 
» 状況を分析（捜索に入れる地形か？ 落ち残りは？ どの方向に流されたか？）
» 雪崩ビーコンを発信から受信に切り替え、
側部から発生した区域へ侵入（上部から破断面に近づかない）

» 素早く、最終消失点まで移動（すべり面が硬い場合もある。滑落注意）
» 残留物に気を配りつつ、シグナルサーチを実施
» シグナルを拾った時点で「シグナル！」の喚呼
» ファインサーチに入る時点で「ファインサーチ！」の喚呼
» 救助要請の通報は、埋没者の呼吸が確保ができた後にする*

» 一人での捜索活動であっても、適正行動のため、喚呼は行う

*最初の状況分析で、自分の手に
負えないと感じたら、その時点で通報。

仲間の命は
あなたにすべてかかっています
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Basic Skill 仲間による捜索・その２
Companion Rescue

仲間による捜索は全体の流れを押さえることが大事です。
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条件 Condition
» 複数人による捜索の基本形（その１と被る要素は省略）

要点 Point 
» 状況を分析（何人、流されたか？ 今いる場所は安全か？）
» リーダーを決め、雪崩ビーコンの切り替えを必ず確認
» 現場に合わせ、リーダーが要員を配置し、捜索を開始

• 要員に余裕あれば、先行捜索者を出す（雪崩ビーコン習熟者）
• 走路幅と要員数の関係で余裕あれば、不明人数＋1人の配置

» 雪崩ビーコンで十分に捜索されていない
空白区域*（赤い地色）が生じるケースがあるので注意

» ファインサーチを実施した要員が、そのままプロービングを実施
• ファインサーチに入った者の近傍の要員がプローブを準備し、渡す

» ファインサーチに関わる要員以外は、掘り出しの準備

*空白区域
Aがコースサーチに入る頃、Bも同じ方
向へシグナルを追っているケースが多く、
結果、空白区域が生じる。捜索区域
が広い場合、問題が生じやすい。

チームワークが鍵
互いの声がけが大切
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Basic Skill 仲間による捜索・その３
Companion Rescue

埋没の可能性が高い特徴的な場所を理解しておくことは、
捜索の優先区域を決める上で役に立ちます。
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条件 Condition
» 雪崩ビーコンを所持していない人の捜索
» 優先捜索区域の設定

要点 Point 
» 雪崩は流体として振る舞う＝流れが淀むところに沈む
» 地形段差の下、障害物（樹木や岩）の周辺
» デブリの局所的な盛り上がり部、デブリ末端付近
» 残留物、あるいは複数の残留物をつなぐ延長線付近

» 埋没の可能性の高いところへのスポットプロービング*を優先
» ラインプロービングは要員に余裕がある時、次段階としての作業

*雪崩ビーコン非装着者を探す際に行うスパイラルプロービングのこと。

現場をよく観察
可能性の高いところ探す
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おわりにConclusion

適当な雪原を探して、雪上での練習をしてみてください。仲間と
の練習では、大きな声を出して、コミュニケーションを取ることがとて
も大切です。

重要事項 Important Notes
» ファインサーチの練習では、雪崩ビーコンを十分な深さに埋め、
プローブでヒットするまでの流れで実施してください。

» ファインサーチから掘り出しまで、すべての段階で腰高となって
しまい、身体のポジショニングが悪い人が多く見受けられます。
自身の体勢を意識して練習してください。

» 雪崩捜索救助は、基本スキルの他に現場状況に合わせた
行動の取捨選択など、総合的な判断が必要となります。現
場状況を加味した内容については、AvSAR協議会の加盟
団体が実施する基礎講習会へご参加ください。
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» 制作：AvSAR協議会・技術委員会

» info@avsarjapan.org

» www.avsarjapan.org
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